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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

観光型ホテル
（経営者）

単価の動き ・個人客が多く、入込客数に大きな伸びはないが、そ
の半面、宿泊単価が高水準にある。また売店等の付帯
収入の単価も上昇している。

やや良く
なっている

商店街（代表
者）

単価の動き ・前年より暖かい日が続いているが、防寒衣料に動き
が出てきているため、客単価が上昇しており、２～３
か月前と比べると売上は良くなってきている。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・今月は非常に暖かいので、買物客の動きが良くなっ
ている。最近は固定客も多い。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・先月と同様に、閉鎖店の客が流れてきており、客入
りが良い。販売量も前年比104％と伸びている。

スーパー（企画
担当）

来客数の動き ・前年の反動という要因もあるかもしれないが、既存
店で来客数の増加がみられる。

コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・依然として来客数は減少しているが、アルコールの
売上が増加し、客単価が上昇している。飲酒運転の問
題からか、家で酒を飲む傾向が強まっていると思われ
る。

観光型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・秋冬の端境期には来道者数が若干減少したものの、
依然として旭山動物園の動きは好調であるほか、ス
キーをメインとした観光商品も前年を上回って推移し
ている。海外客については、韓国からの客が若干減少
しているが、それに代わりオーストラリアからの客が
増えている。

その他レジャー
施設（職員）

来客数の動き ・今月初めに企画したイベントの効果が出ており、利
用者数が増えてきている。

変わらない 商店街（代表
者）

お客様の様子 ・景気を刺激するような要因も見当たらず、客は堅実
な消費行動をしている。

商店街（代表
者）

販売量の動き ・相変わらず単価の低い商品ばかりが売れ、全体とし
ては横ばい傾向にある。商店街の人通りも少なく、現
況においては販売量の増加が見込めない。

百貨店（販売促
進担当）

来客数の動き ・暖冬の影響でファッション系の季節商品が不振であ
る。昨年メーカーが生産量を抑制したコートは伸びて
いるものの、ニット製品や手袋、マフラーなどは売行
きが鈍い。景気回復の兆しがみえない中、気候条件の
変動が売上を左右する状況にある。

コンビニ（エリ
ア担当）

単価の動き ・客は依然として価格に敏感だが、その一方で、比較
的価格の高いビールも好調である。

コンビニ（エリ
ア担当）

競争相手の様子 ・依然として競合店の閉鎖が相次いでいる。

家電量販店（店
員）

来客数の動き ・客はたくさんの店を回っている。少しでも安い価格
の商品を探している。

家電量販店（地
区統括部長）

販売量の動き ・歳末商戦に向けて、薄型テレビを中心に需要が高ま
ると期待していたが、前月とほぼ変わらない販売台数
で推移している。

乗用車販売店
（従業員）

来客数の動き ・新規来場者数が前年と比べてかなり悪く、販売台数
も苦戦している。

その他専門店
［医薬品］（経
営者）

お客様の様子 ・例年、11月は風邪関連や手荒れ関連の冬物商品の需
要が高まり、盛り返しをみせる時期であるが、今年は
今一歩活気が出ていない。季節プレゼントのカレン
ダー等の人気もあまりない。

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（経営
者）

販売量の動き ・スタッドレスタイヤの販売単価が低下していること
に加えて、タイヤ交換についても自分で交換する人が
増えている。

高級レストラン
（スタッフ）

単価の動き ・客足は鈍っているが、単価上昇を狙った施策を実施
しており、それが売上をカバーしている。

高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・売上は前年比96％と前年を下回った。例年、11月は
イベント等のはざ間で苦戦するが、特にランチの落ち
込みが前年比90％と目立っている。一方、ディナーは
前年比121％となった。

家計
動向
関連



高級レストラン
（スタッフ）

販売量の動き ・全体の売上では前年並みとなった。ランチでは、温
暖な日が多かったことからグループ利用もみられた
が、近隣のビジネスマンの利用が相変わらず減ったま
まであり、売上は前年並みとなった。ディナーでは、
ボージョレーヌーボーが伸び悩み前年比80％と前年を
下回った。個室は公務員や学校関係者の宴会、結婚式
の二次会などの利用があり、前年を大きく上回った。

観光型ホテル
（経営者）

単価の動き ・来客数そのものは若干減っているが、客単価が上昇
している。売上としては大体平年ベースとなってお
り、大きな変化はみられない。

旅行代理店（従
業員）

お客様の様子 ・年末に向けて、販売量が増加するような傾向にも
なっておらず、景気回復はみられない。

タクシー運転手 来客数の動き ・11月は例年より暖かく、天気の良い日が多かった。
雪が降るのも遅く、降雪も少なかったので、タクシー
の利用は前年よりも少なかった。

タクシー運転手 お客様の様子 ・10月以降、業界全体の売上がやや上向きとなってい
るように感じられるが、まだ安心感は持てない。

美容室（経営
者）

お客様の様子 ・客の来店周期が固定化されてきており、売上の変動
が少なくなっている。

美容室（経営
者）

販売量の動き ・客の来店がとても少なく、売上が減少している。

設計事務所（職
員）

それ以外 ・公共事業や民間企業の設備投資が低調であるため、
建設業の売上は芳しくなく、本州大手の設計事務所や
建設会社の支店幹部は本社での会議で苦戦していると
聞いている。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

単価の動き ・客の購買意欲はまだ低く、特に高単価商品の動きが
鈍い。また必要な時に必要な物しか買わない傾向がよ
り強くなっていると感じる。

一般小売店
［酒］（経営
者）

販売量の動き ・飲酒運転取締まり強化の影響が、まだ尾を引いてい
るようで、飲食業にとって相当なマイナス要因となっ
ている。また、これから燃料費のかさむ季節を控え
て、灯油高を背景に一段の生活防衛が生じ、消費にブ
レーキを掛けている。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・既存店の売上は前年比93％と10月からは６％の減少
となっている。部門別にみると、暖冬の影響を受け
て、特に衣料品の売上が前年比89％と不振である。ま
た景気回復の遅れもさることながら、新規大型競合店
の出店による競争激化から、衣料品、住居用品、食品
と全部門が全国平均値を下回っている。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・来客数が減少傾向であるものの、客単価が増加して
おり、売上は現状を維持している。ただ、問屋等との
間で、取引条件の変更が起きており、経済環境は今後
更に悪化する見通しである。

衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・当店の客は年齢の高い人が多いため、医療費や年
金、厳冬期の暖房費などを心配していることが多く、
客の動きが悪くなっている。

乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・来客数が減っており、販売量も減ってきている。

旅行代理店（従
業員）

来客数の動き ・来客数が前年から15～20％程度落ち込んでおり、そ
れに伴い受注額も低下している。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・来客数が減少している。

その他サービス
の動向を把握で
きる者

来客数の動き ・天候不順によってフェリーの欠航回数が増えことも
あり、離島観光客は２か月振りに２けたの減少となっ
た。

住宅販売会社
（経営者）

来客数の動き ・マイホームセンターへの来場者数がどんどん減って
いる。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・受注量が大きく低下して、非常に悪い状態だが、更
に受注内容も悪くなってきている。

悪く
なっている

○ ○ ○

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

家具製造業（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・住宅、企業の小規模請負物件が活性化してきた。

企業
動向
関連



輸送業（経営
者）

取引先の様子 ・運輸送関係では、半年位前まで燃料の高騰が相当響
いていたが、現在は燃料が少し下がり気味となってき
ているため、やや上回ってきている。

金融業（企画担
当）

それ以外 ・設備資金は中小企業まで広がっていないが、食品関
連企業や自動車関連企業の能力増強投資が下支えてい
る。住宅投資も持家が上向き、投資用賃貸住宅も高水
準となっている。観光関連も地域差はあるが、全体と
してはまずまずの状況にある。個人消費は地元球団の
優勝効果が寄与して幾分持ち直した。

その他サービス
業［システムハ
ウス］（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・同業他社も含めて、人手の足りない状態になってい
る。

変わらない 輸送業（営業担
当）

取引先の様子 ・生乳の生産調整の影響で飼料製品は落ち込むと判断
していたが、ＢＳＥ対策から国内牛肉の需要が好調で
あることから、肉牛用飼料が増加しており、飼料全体
では減少とはならなかった。ただビート糖、でん粉は
前年を割り込んでいる。

司法書士 取引先の様子 ・個人向けの不動産取引、建物建築が若干減少傾向に
ある。

その他サービス
業［建設機械
リース］（営業
担当）

受注量や販売量
の動き

・建設投資の動きに変化がみられない。

その他サービス
業［建設機械
リース］（支店
長）

受注量や販売量
の動き

・本来であれば、除雪機の商談が佳境に入る時期だ
が、一向に上向きになる気配が感じられないまま、降
雪シーズンを迎えた。

その他非製造業
［鋼材卸売］
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・一部の金属加工製造品目では加工量が増加している
ものの、全般的に低位安定から脱するまでには至って
いない。消耗資材や生産財の需要も弱い。

やや悪く
なっている

食料品製造業
（団体役員）

それ以外 ・当地の食品製造企業においては、原油価格高止まり
の影響は限界に達している状況にある。価格上昇分を
小売価格に転嫁できず頭を抱えている。

出版・印刷・同
関連産業（役
員）

受注量や販売量
の動き

・官公庁、大学などの仕事が少なく、入札も少ない。

輸送業（支店
長）

受注価格や販売
価格の動き

・燃料が高止まりしている中、仕事量確保のためダン
ピング受注に動き出した業者が出始めた。年末に向
け、運賃の低下が発生するのではと懸念している。

悪く
なっている

○ ○ ○

良く
なっている

学校［大学］
（就職担当）

求職者数の動き ・採用人員が充足されていない企業が多く、追加募集
が行われている。

やや良く
なっている

－ － －

変わらない 求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・飲食関係の求人広告がやや増加しているものの、地
元の製造業関係の求人広告は減少しており、求人件数
に大きな変化はみられない。

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・人材派遣やコールセンター、病院・介護など、前年
と比べて伸び率の高い業種のラインナップは、ここ数
か月あまり変わっておらず、求人意欲は落ち着いてし
まったように感じる。飲食店等の求人件数も増えてき
てはいるが、道外企業や大手チェーン店が中心であ
り、小規模経営店舗の求人増など、すそ野の広がりが
あまり感じられない。

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・年末年始を前に運輸・物流業の求人が伸びている
が、飲食店や個人向けサービス業の求人は低迷してい
る。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は増加したが、飲食店のパート求人の大
幅な増加が原因であり、状況としてはあまり変わって
いない。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求職者数が前年比で0.3%増加しているものの、
新規求人数は前年比で0.4%減少している。

雇用
関連



やや悪く
なっている

人材派遣会社
（社員）

雇用形態の様子 ・派遣の依頼は多いが派遣料金の値引交渉が目立って
いる。各社の経費の手控え、経費削減の中で最大効果
を望む傾向にある。年末商戦に向け、販売スタッフの
要望は相変わらず高いが、確実に売上を作れる人材に
限定されるなど、なかなかマッチングできず、企業の
余力のなさを感じる。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・前年比で新規求人数が前月から減少傾向に転じた
中、今月の新規求職数は増加している。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・比較的堅調に推移していた新規求人数が２けた近い
落ち込みになり、前年と同じ水準になった。新規求職
者数は引き続き前年を下回った。この結果、有効求人
倍率は0.50倍となり、前年を0.03ポイント下回った。

悪く
なっている

○ ○ ○


